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K16c Collapsar modelによる磁気駆動ジェットと恒星進化過程における元素合成
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ガンマ線バーストの中心エンジンの一つとして、Collapsar model が考えられてきた。先行研究（e.g. Fujimoto
et al. 2006, Nagataki et al. 2006）において、このCollapsar modelによるジェット形成のMHDシミュレーション
が行われてきたが、近年、ガンマ線バーストと超新星との関連も示唆されるようになってきた。前回の年会におい
ては、重力崩壊直前に星が持っている磁場と回転に着目し、Collapsar modelに基づくジェット形成の 2次元MHD
シミュレーションを行い、その影響を調べた。また、ジェット内部での元素合成計算も行い、超新星の光度曲線と
の関連で重要な放射性元素 56Niの放出量を見積もった。

今回は、より正確な Ni放出量を得ること、更にはその他の元素の放出量にも着目するため、星の進化段階での
元素合成計算を、星の進化計算結果 (Hashimoto 1995)をもとに新たに行った。我々の星の進化計算（Hashimoto
1995）では、星の進化で重要あるエネルギー生成率の高い核種（数十各種）に着目して議論がなされてきた。星の
進化計算では、このエネルギー生成率が効くため、その他の反応は進化へはほとんど影響しないと考えられる。そ
こで、進化計算結果の密度・温度と対流領域の情報をもとに、Krまでの 464核種を含む核反応ネットワークを用い
て恒星進化過程における元素合成計算を行った。

発表では、星の進化過程での元素合成の詳細を示す。また、Collapsar modelのジェットによる放出元素を見積も
り、太陽系組成と比較する。


